
(57)【要約】

【課題】　本発明は白内障外科の分野、更に具体的には

バイマニュアルによる水晶体乳化法もしくは水晶体超音

波吸引術のための方法および装置に関する。

【解決手段】　直径の小さい水晶体乳化チップ／スリー

ブを、操作道具を装備したまたは装備しない第二洗浄チ

ップと共に使用することによって、伝統的な二つの両手

による水晶体乳化法もしくは水晶体超音波吸引術を二つ

の比較的小さい切開に施行する方法。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 イ ） 可 撓 性 の 第 一 外 ス リ ー ブ に よ り 被 覆 さ れ た 第 一 内 管 を 有 し か つ 第 一 内 管 と 第 一 外 ス
リ ー ブ と の 間 に 第 一 洗 浄 流 体 通 路 を 形 成 す る 空 間 を 有 す る 第 一 洗 浄 チ ッ プ を 外 科 部 位 へ 導
入 し 、
　 ロ ） 可 撓 性 の 第 二 外 ス リ ー ブ に よ り 被 覆 さ れ た 中 空 の 第 二 内 管 を 有 し か つ 第 二 内 管 と 第
二 外 ス リ ー ブ と の 間 に 第 二 洗 浄 流 体 通 路 を 形 成 す る 空 間 を 有 す る 第 二 チ ッ プ を 前 記 外 科 部
位 へ 幅 約 ２ ． ４ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 切 開 か ら 導 入 し 、
　 ハ ） 第 一 洗 浄 通 路 お よ び 第 二 洗 浄 通 路 か ら 洗 浄 流 体 を 前 記 外 科 部 位 へ 供 給 し 、
　 ニ ） 第 二 内 管 を 振 動 さ せ 、 か つ
　 ホ ） 第 二 内 管 を 介 し て 前 記 外 科 部 位 か ら 物 質 を 吸 引 す る 、
各 工 程 を 含 む 外 科 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 一 洗 浄 通 路 お よ び 第 二 洗 浄 通 路 を 介 し て 共 通 の 洗 浄 流 体 源 か ら 洗 浄 流 体 を 前 記 外 科 部
位 へ 供 給 す る 、 請 求 項 １ の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 切 開 は 幅 約 ２ ． ２ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 、 請 求 項 １ の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 切 開 は 幅 約 ２ ． ０ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 、 請 求 項 １ の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 切 開 は 幅 約 １ ． ８ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 、 請 求 項 １ の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 切 開 は 幅 約 １ ． ６ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 、 請 求 項 １ の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 切 開 は 幅 約 １ ． ６ ｍ ｍ か ら 約 ２ ． ４ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 イ ） 可 撓 性 の 第 一 外 ス リ ー ブ に よ り 被 覆 さ れ た 第 一 内 管 を 有 し か つ 第 一 内 管 と 第 一 外 ス
リ ー ブ と の 間 に 第 一 洗 浄 流 体 通 路 を 形 成 す る 空 間 を 有 す る 洗 浄 チ ッ プ を 装 備 し た 第 一 洗 浄
ハ ン ド ピ ー ス 、
　 ロ ） 可 撓 性 の 第 二 外 ス リ ー ブ に よ り 被 覆 さ れ た 中 空 の 第 二 内 管 を 有 し か つ 第 二 内 管 と 第
二 外 ス リ ー ブ と の 間 に 第 二 洗 浄 流 体 通 路 を 形 成 す る 空 間 を 有 す る チ ッ プ を 装 備 し た 第 二 ハ
ン ド ピ ー ス 、
　 ハ ） 第 二 内 管 を 振 動 さ せ る た め に 超 音 波 ハ ン ド ピ ー ス へ 連 結 さ れ た 超 音 波 ド ラ イ バ 、 お
よ び
　 ニ ） 第 二 内 管 を 介 し て 外 科 部 位 か ら 物 質 を 吸 引 す る よ う に 第 二 内 管 へ 連 結 さ れ た 吸 引 ポ
ン プ 、 を 含 み
　 ホ ） 、 第 二 外 ス リ ー ブ は 、 幅 約 ２ ． ４ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 切 開 へ の 第 二 ハ ン ド ピ ー ス の チ
ッ プ の 通 過 を 可 能 に す る 寸 法 で あ り 、
　 ヘ ） 第 一 洗 浄 ハ ン ド ピ ー ス お よ び 第 二 ハ ン ド ピ ー ス は 、 第 一 洗 浄 通 路 お よ び 第 二 洗 浄 通
路 か ら 洗 浄 流 体 を 外 科 部 位 へ 供 給 す る よ う に 少 な く と も 一 つ の 洗 浄 流 体 源 へ 連 結 さ れ て い
る 、 外 科 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 洗 浄 流 体 は 第 一 洗 浄 通 路 お よ び 第 二 洗 浄 通 路 を 介 し て 共 通 の 洗 浄 流 体 源 か ら 外 科 部
位 へ 供 給 さ れ る 、 請 求 項 ８ の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 切 開 は 幅 約 ２ ． ２ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 、 請 求 項 ８ の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 切 開 は 幅 約 ２ ． ０ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 、 請 求 項 ８ の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 切 開 は 幅 約 １ ． ８ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 、 請 求 項 ８ の 装 置 。
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【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 切 開 は 幅 約 １ ． ６ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 、 請 求 項 ８ の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 切 開 は 幅 約 １ ． ６ ｍ ｍ か ら 約 ２ ． ４ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項 ８ の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 イ ） 可 撓 性 の 第 一 外 ス リ ー ブ に よ り 被 覆 さ れ た 第 一 内 管 を 有 し か つ 第 一 内 管 と 第 一 外 ス
リ ー ブ と の 間 に 第 一 洗 浄 流 体 通 路 を 形 成 す る 空 間 を 有 す る 第 一 洗 浄 チ ッ プ を 外 科 部 位 へ 導
入 し 、
　 ロ ） 可 撓 性 の 第 二 外 ス リ ー ブ に よ り 被 覆 さ れ た 中 空 の 第 二 内 管 を 有 し か つ 第 二 内 管 と 第
二 外 ス リ ー ブ と の 間 に 第 二 洗 浄 流 体 通 路 を 形 成 す る 空 間 を 有 す る 第 二 チ ッ プ を 幅 約 ２ ． ４
ｍ ｍ よ り も 小 さ い 切 開 か ら 前 記 外 科 部 位 へ 導 入 し 、
　 ハ ） 第 一 洗 浄 通 路 お よ び 第 二 洗 浄 通 路 か ら 洗 浄 流 体 を 前 記 外 科 部 位 へ 供 給 し 、 か つ
　 ニ ） 第 二 内 管 を 介 し て 前 記 外 科 部 位 か ら 物 質 を 吸 引 す る 、
各 工 程 を 含 む 外 科 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 第 一 洗 浄 通 路 お よ び 第 二 洗 浄 通 路 を 介 し て 共 通 の 洗 浄 流 体 源 か ら 洗 浄 流 体 を 前 記 外 科 部
位 へ 供 給 す る 、 請 求 項 １ ５ の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 切 開 は 幅 約 ２ ． ２ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 、 請 求 項 １ ５ の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 切 開 は 幅 約 ２ ． ０ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 、 請 求 項 １ ５ の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 切 開 は 幅 約 １ ． ８ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 、 請 求 項 １ ５ の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 切 開 は 幅 約 １ ． ６ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 、 請 求 項 １ ５ の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 切 開 は 幅 約 １ ． ６ ｍ ｍ か ら 約 ２ ． ４ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ ５ の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 白 内 障 外 科 の 分 野 、 更 に 具 体 的 に は バ イ マ ニ ュ ア ル （ bi-manual)に よ る 水 晶 体
乳 化 法 も し く は 水 晶 体 超 音 波 吸 引 術 の た め の 方 法 お よ び 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 単 純 な 用 語 に お け る 人 間 の 目 は 、 光 を 角 膜 と 呼 ば れ る 透 明 外 部 か ら 伝 達 し 、 水 晶 体 に よ
り 網 膜 上 へ 像 の 焦 点 を 結 ぶ こ と に よ り 視 覚 を 提 供 す る 機 能 を 有 す る 。 焦 点 を 結 ん だ 像 の 質
は 目 の 寸 法 お よ び 形 状 を 含 む 多 く の フ ァ ク タ 、 お よ び 角 膜 お よ び 水 晶 体 の 透 明 度 に 依 存 す
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 加 齢 お よ び 病 気 は 、 網 膜 へ 透 過 す る 光 を 減 少 さ せ る の で 水 晶 体 の 透 明 度 を 低 く し 、 視 覚
を 劣 化 さ せ る 。 目 の 水 晶 体 の 欠 陥 は 医 学 的 に は 白 内 障 と し て 知 ら れ て い る 。 こ の 状 態 の 許
容 で き る 処 置 は 水 晶 体 の 外 科 的 除 去 お よ び 人 工 眼 内 レ ン ズ (IOL)に よ る レ ン ズ 機 能 の 置 換
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 米 国 に お い て 、 白 内 障 水 晶 体 の 殆 ど は 水 晶 体 乳 化 法 と 呼 ば れ る 外 科 手 術 に よ り 除 去 さ れ
る 。 水 晶 体 乳 化 処 置 に 適 し た 代 表 的 外 科 ハ ン ド ピ ー ス は 超 音 波 駆 動 ハ ン ド ピ ー ス 、 カ ッ テ
ィ ン グ チ ッ プ 、 お よ び 洗 浄 ス リ ー ブ 、 お よ び 電 子 制 御 コ ン ソ ー ル で 構 成 さ れ る 。 ハ ン ド ピ
ー ス 組 立 体 は 電 線 お よ び 可 撓 性 配 管 に よ り 制 御 コ ン ソ ー ル に 取 り 付 け ら れ る 。 電 線 を 介 し
て 、 制 御 コ ン ソ ー ル は ハ ン ド ピ ー ス に よ り 取 り 付 け た カ ッ テ ィ ン グ チ ッ プ へ 伝 送 さ れ る 動
力 レ ベ ル を 変 化 さ せ 、 か つ 可 撓 性 配 管 は 洗 浄 流 体 を ハ ン ド ピ ー ス 組 立 体 を 介 し て 目 へ 供 給
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し か つ 目 か ら 吸 引 流 体 を 吸 引 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ハ ン ド ピ ー ス の 操 作 部 は 中 央 に 位 置 し 、 中 空 共 振 バ ー ま た は ホ ー ン が 一 組 の 圧 電 結 晶 へ
直 接 取 り 付 け ら れ て い る 。 圧 電 結 晶 は 、 水 晶 体 乳 化 時 に 中 空 共 振 ホ ー ン お よ び 取 り 付 け ら
れ た カ ッ テ ィ ン グ チ ッ プ を 駆 動 す る の に 必 要 な 超 音 波 振 動 を 供 給 し か つ 制 御 コ ン ソ ー ル に
よ り 制 御 さ れ る 。 圧 電 結 晶 ／ 共 振 ホ ー ン 組 立 体 は 、 そ の 中 空 体 ま た は ハ ン ド ピ ー ス の シ エ
ル 内 に 可 撓 性 取 付 具 よ り 取 り 付 け ら れ る 。 ハ ン ド ピ ー ス 体 は 身 体 先 端 の 小 径 部 ま た は ノ ー
ズ コ ー ン で 終 端 す る 。 ノ ー ズ コ ー ン は 洗 浄 ス リ ー ブ を 受 け る た め に 外 部 に ネ ジ が 切 ら れ て
い る 。 同 様 に 、 共 振 ホ ー ン は カ ッ テ ィ ン グ チ ッ プ の 外 ネ ジ を 受 け る た め に 先 端 に 内 部 ネ ジ
山 を 有 す る 。 洗 浄 ス リ ー ブ は 、 ま た 、 ノ ー ズ コ ー ン の 外 部 ネ ジ 上 に 螺 合 す る 内 部 ネ ジ 切 り
穴 を 有 す る 。 カ ッ テ ィ ン グ チ ッ プ は 、 洗 浄 ス リ ー ブ の 開 放 端 か ら 所 定 量 突 出 す る よ う に 調
整 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 「 バ イ マ ニ ュ ア ル 」 と 呼 ば れ る 改 良 さ れ た 水 晶 体 乳 化 法 は 、 多 く の 外 科 医 に 採 用 さ れ て
い る 。 バ イ マ ニ ュ ア ル 術 で は 、 洗 浄 ス リ ー ブ は 超 音 波 駆 動 チ ッ プ の ま わ り か ら 除 去 さ れ る
。 こ れ は 、 小 さ い チ ッ プ を 相 対 的 に 更 に 小 さ い 切 開 か ら 目 へ 挿 入 す る た め で あ る 。 洗 浄 流
体 は 第 二 洗 浄 チ ッ プ に よ り 供 給 さ れ る 。 伝 統 的 水 晶 体 乳 化 法 お よ び バ イ マ ニ ュ ア ル 水 晶 体
乳 化 法 に 関 す る 他 の 情 報 は 米 国 特 許 公 開 番 号 ２ ０ ０ ３ ／ ０ ０ ４ ４ ５ ５ に 含 ま れ て い る 。 更
に 具 体 的 に は 、 段 落 ０ ０ ０ １ か ら ０ ０ ０ ８ に 記 載 さ れ て お り 、 そ の 内 容 は 参 考 と し て こ こ
に 組 み 込 ま れ る 。 こ の 文 献 に 記 載 の ご と く 、 伝 統 的 水 晶 体 乳 化 チ ッ プ ／ 洗 浄 ス リ ー ブ は 、
全 体 的 に 比 較 的 大 き な 直 径 を 有 し 、 大 き な 切 開 を 必 要 と す る 。 伝 統 的 水 晶 体 乳 化 チ ッ プ ／
洗 浄 ス リ ー ブ は 水 晶 体 直 前 領 域 で 「 ロ ー リ ン グ 」 （ rolling)を 起 こ し 、 か つ 視 力 低 下 さ せ
る 壊 死 組 織 片 の 「 混 濁 化 」 (clouding)と 記 載 さ れ て い る 。 こ の 文 献 に よ れ ば 、 バ イ マ ニ ュ
ア ル 術 は こ れ ら お よ び 他 の 問 題 を 解 決 す る 。 バ イ マ ニ ュ ア ル 術 に お い て 、 超 音 波 チ ッ プ 上
の 洗 浄 ス リ ー ブ が 使 用 さ れ な い の で 切 開 は 小 さ い が 、 ス リ ー ブ を 伴 わ な い の で 、 振 動 チ ッ
プ と 傷 の 組 織 と が 直 接 接 触 す る 。 こ の 結 果 、 過 度 の ス ト レ ス が 傷 組 織 に 加 わ り 、 回 復 を 遅
ら せ 、 手 術 終 了 後 に 傷 を 封 鎖 す る た め に 縫 合 を 必 要 と す る 可 能 性 が あ る 。 柔 軟 な 洗 浄 ス リ
ー ブ は 、 手 術 時 に 漏 れ か ら 傷 を 封 鎖 す る 作 用 を す る 。 洗 浄 ス リ ー ブ を 使 用 し な い 場 合 、 過
剰 な 創 傷 漏 出 は 前 室 を 浅 く し 、 保 護 粘 弾 性 物 質 の 過 剰 乱 流 お よ び 時 期 尚 早 除 去 の 原 因 と な
る 。 ま た 、 過 剰 創 傷 漏 出 に 起 因 し て 傷 組 織 の 水 分 過 剰 、 結 果 と し て 水 腫 の 危 険 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 、 小 さ い 切 開 に よ る 水 晶 体 乳 化 を 執 行 す る た め の 方 法 お よ び 装 置 に 対 す る ニ ー ズ
が 依 然 と し て 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 発 明 者 は 伝 統 的 な 一 つ の 手 に よ る 水 晶 体 乳 化 法 が 水 晶 体 乳 化 チ ッ プ ／ ス リ ー ブ
の 直 径 を 小 さ く す る こ と に よ り 相 対 的 に 小 さ い 切 開 へ 執 行 で き る こ と を 発 見 し た 。 操 作 道
具 を 取 り 付 け た ま た は 取 り 付 け な い 第 二 洗 浄 チ ッ プ が 付 加 的 洗 浄 を 行 う た め に 使 用 で き る
。 か か る 構 成 は 創 傷 漏 出 を 最 小 限 に し 、 そ れ に よ り 創 傷 の 水 分 過 剰 、 低 眼 内 圧 、 粘 弾 性 物
質 の 過 剰 乱 流 お よ び 時 期 尚 早 除 去 の 解 消 を 助 け る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 公 開 番 号 ２ ０ ０ ３ ／ ０ ０ ４ ４ ５ ５
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 課 題 は 、 二 つ の 手 に よ る 水 晶 体 乳 化 法 を 洗 浄 と 共 に 切 開 へ 施 行 す る 方
法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 他 の 課 題 は 、 創 傷 漏 出 を 少 な く す る 小 切 開 水 晶 体 乳 化 法 お よ び 装 置 を 提 供 す る
こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 本 発 明 の 他 の 課 題 は 、 乱 流 を 減 少 さ せ る 小 切 開 水 晶 体 乳 化 法 お よ び 装 置 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 他 の 課 題 は 、 粘 弾 性 物 質 の 時 期 尚 早 除 去 を 最 小 限 に す る 小 切 開 水 晶 体 乳 化 法 お
よ び 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 他 の 課 題 は 、 創 傷 水 分 過 剰 を 最 小 限 に す る 小 切 開 水 晶 体 乳 化 法 お よ び 装 置 を 提
供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 上 述 お よ び 他 の 課 題 お よ び 利 点 は 続 く 説 明 お よ び 特 許 請 求 の 範 囲 か ら 理 解 さ れ
る で あ ろ う 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 外 科 方 法 は 次 の 各 工 程 を 含 む 。 即 ち 、
　 イ ） 可 撓 性 の 第 一 外 ス リ ー ブ に よ り 被 覆 さ れ た 第 一 内 管 を 有 し か つ 第 一 内 管 と 第 一 外 ス
リ ー ブ と の 間 に 第 一 洗 浄 流 体 通 路 を 形 成 す る 空 間 を 有 す る 第 一 洗 浄 チ ッ プ を 外 科 部 位 へ 導
入 し 、
　 ロ ） 可 撓 性 の 第 二 外 ス リ ー ブ に よ り 被 覆 さ れ た 中 空 の 第 二 内 管 を 有 し か つ 第 二 内 管 と 第
二 外 ス リ ー ブ と の 間 に 第 二 洗 浄 流 体 通 路 を 形 成 す る 空 間 を 有 す る 第 二 チ ッ プ を 前 記 外 科 部
位 へ 幅 約 ２ ． ４ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 切 開 か ら 導 入 し 、
　 ハ ） 第 一 洗 浄 通 路 お よ び 第 二 洗 浄 通 路 か ら 洗 浄 流 体 を 前 記 外 科 部 位 へ 供 給 し 、
　 ニ ） 第 二 内 管 を 振 動 さ せ 、 か つ
　 ホ ） 第 二 内 管 を 介 し て 前 記 外 科 部 位 か ら 物 質 を 吸 引 す る 、 各 工 程 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 他 の 形 態 に よ る 外 科 方 法 は 次 の 工 程 を 含 む 。 即 ち 、
　 イ ） 可 撓 性 の 第 一 外 ス リ ー ブ に よ り 被 覆 さ れ た 第 一 内 管 を 有 し か つ 第 一 内 管 と 第 一 外 ス
リ ー ブ と の 間 に 第 一 洗 浄 流 体 通 路 を 形 成 す る 空 間 を 有 す る 第 一 洗 浄 チ ッ プ を 外 科 部 位 へ 導
入 し 、
　 ロ ） 可 撓 性 の 第 二 外 ス リ ー ブ に よ り 被 覆 さ れ た 中 空 の 第 二 内 管 を 有 し か つ 第 二 内 管 と 第
二 外 ス リ ー ブ と の 間 に 第 二 洗 浄 流 体 通 路 を 形 成 す る 空 間 を 有 す る 第 二 チ ッ プ を 幅 約 ２ ． ４
ｍ ｍ よ り も 小 さ い 切 開 か ら 前 記 外 科 部 位 へ 導 入 し 、
　 ハ ） 第 一 洗 浄 通 路 お よ び 第 二 洗 浄 通 路 か ら 洗 浄 流 体 を 前 記 外 科 部 位 へ 供 給 し 、 か つ
　 ニ ） 第 二 内 管 を 介 し て 前 記 外 科 部 位 か ら 物 質 を 吸 引 す る 、 各 工 程 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 外 科 装 置 は 、
　 イ ） 可 撓 性 の 第 一 外 ス リ ー ブ に よ り 被 覆 さ れ た 第 一 内 管 を 有 し か つ 第 一 内 管 と 第 一 外 ス
リ ー ブ と の 間 に 第 一 洗 浄 流 体 通 路 を 形 成 す る 空 間 を 有 す る 洗 浄 チ ッ プ を 装 備 し た 第 一 洗 浄
ハ ン ド ピ ー ス 、
　 ロ ） 可 撓 性 の 第 二 外 ス リ ー ブ に よ り 被 覆 さ れ た 中 空 の 第 二 内 管 を 有 し か つ 第 二 内 管 と 第
二 外 ス リ ー ブ と の 間 に 第 二 洗 浄 流 体 通 路 を 形 成 す る 空 間 を 有 す る チ ッ プ を 装 備 し た 第 二 ハ
ン ド ピ ー ス 、
　 ハ ） 第 二 内 管 を 振 動 さ せ る た め に 超 音 波 ハ ン ド ピ ー ス へ 連 結 さ れ た 超 音 波 ド ラ イ バ 、 お
よ び
　 ニ ） 第 二 内 管 を 介 し て 外 科 部 位 か ら 物 質 を 吸 引 す る よ う に 第 二 内 管 へ 連 結 さ れ た 吸 引 ポ
ン プ 、 を 含 み
　 ホ ） 、 第 二 外 ス リ ー ブ は 、 幅 約 ２ ． ４ ｍ ｍ よ り も 小 さ い 切 開 へ の 第 二 ハ ン ド ピ ー ス の チ
ッ プ の 通 過 を 可 能 に す る 寸 法 で あ り 、
　 ヘ ） 第 一 洗 浄 ハ ン ド ピ ー ス お よ び 第 二 ハ ン ド ピ ー ス は 、 第 一 洗 浄 通 路 お よ び 第 二 洗 浄 通
路 か ら 洗 浄 流 体 を 外 科 部 位 へ 供 給 す る よ う に 少 な く と も 一 つ の 洗 浄 流 体 源 へ 連 結 さ れ て い
る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 外 科 方 法 お よ び 装 置 の 好 適 形 態 に お い て 、 洗 浄 流 体 は 前 記 手 術 部 位 へ 第 一 洗 浄
通 路 お よ び 第 二 洗 浄 通 路 を 介 し て 共 通 の 洗 浄 流 体 源 か ら 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 外 科 方 法 お よ び 装 置 の 選 択 的 形 態 に お い て 、 前 記 切 開 は 、 幅 約 ２ ． ２ ｍ ｍ よ り
も 小 さ く 、 好 適 に は 幅 約 ２ ． ０ ｍ ｍ よ り も 小 さ く 、 更 に 好 適 に は 幅 約 １ ． ８ ｍ ｍ よ り も 小
さ く 、 更 に 好 適 に は 幅 約 １ ． ６ ｍ ｍ よ り も 小 さ く て よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 外 科 方 法 お よ び 装 置 の 選 択 的 形 態 に お い て 、 前 記 切 開 は 幅 約 １ ． ６ ｍ ｍ か ら 約
２ ． ４ ｍ ｍ で あ っ て よ い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ お よ び ３ に 示 さ れ た よ う に 、 本 発 明 の 方 法 は 、 概 ね 、 洗 浄 チ ッ プ １ ０ お よ び 水 晶 体
乳 化 チ ッ プ １ ２ を 同 時 に 使 用 し て 実 行 さ れ 、 こ れ は 「 バ イ マ ニ ュ ア ル 」 （ Bi-Manual)手 術
法 と 呼 ば れ る 。 洗 浄 チ ッ プ １ ０ は 任 意 従 来 洗 浄 チ ッ プ で あ っ て よ く 、 か つ 洗 浄 ポ ー ト １ ７
お よ び 可 撓 性 シ リ コ ー ン の 外 ス リ ー ブ １ ４ 、 お よ び 内 管 １ ６ を 含 む 。 内 管 １ ６ は 、 フ ッ ク
１ ５ ま た は 他 の 操 作 装 置 を 具 備 す る 。 外 ス リ ー ブ １ ４ と 内 管 １ ６ と の 間 の 空 間 は 洗 浄 溶 液
が ポ ー ト ２ ０ そ し て 外 科 部 位 へ 流 れ る 通 路 を 形 成 す る 。 洗 浄 ポ ー ト １ ７ は 付 加 的 洗 浄 ポ ー
ト と し て 使 用 さ れ 、 洗 浄 溶 液 は 洗 浄 ポ ー ト １ ７ お よ び ポ ー ト ２ ０ か ら 外 へ 流 出 す る 。 選 択
的 に 、 図 ４ に 示 さ れ た よ う に 、 チ ッ プ １ １ ０ は 、 洗 浄 ポ ー ト を 有 し な い 中 実 フ ッ ク ま た は
道 具 １ １ ５ を 具 備 し て よ い 。 洗 浄 流 体 は ス リ ー ブ １ １ ４ と 道 具 １ １ ５ 間 の 空 間 １ １ ８ へ 流
れ る 。 水 晶 体 乳 化 チ ッ プ １ ２ は 同 様 構 造 を 有 し 、 か つ 洗 浄 流 体 の ポ ー ト ３ ０ か ら の 流 出 を
可 能 に す る 第 一 洗 浄 流 体 通 路 ２ ６ を 形 成 す る 概 ね 可 撓 性 シ リ コ ー ン の 外 ス リ ー ブ ２ ２ お よ
び 内 管 ２ ４ を 含 む 。 内 管 ２ ４ は 内 管 ２ ４ へ の 物 質 の 吸 引 を 可 能 に す る 開 放 先 端 ２ ８ を 含 む
。 好 適 に は 、 水 晶 体 乳 化 チ ッ プ １ ２ は 直 径 全 体 が 小 さ い 、 ０ ． ８ ｍ ｍ か ら １ .０ ｍ ｍ オ ー
ダ ー の 直 径 を 有 す る 。 か か る 小 さ い 直 径 は 、 約 ２ ． ４ ｍ ｍ 幅 、 更 に 好 適 に は 約 ２ ． ２ ｍ ｍ
未 満 、 更 に 好 適 に は 約 ２ ． ０ ｍ ｍ 未 満 、 更 に 好 適 に は 約 １ ． ８ ｍ ｍ 未 満 、 更 に 好 適 に は 約
１ ． ６ ｍ ｍ 未 満 の 幅 の 切 開 寸 法 を 可 能 に す る 。 選 択 的 に 、 チ ッ プ は 、 テ キ サ ス 、 フ ー ト ワ
ー ス の Alcon Laboratories Inc.に よ り 販 売 さ れ そ し て 米 国 特 許 第 ６ ， ５ ７ ９ ， ２ ７ ９ 　
Ｂ ２ (Sussman　 他 ） 、 図 ２ ３ お よ び ２ ４ 、 お よ び 欄 ７ ３ ２ － ４ ５ 行 に よ り 詳 細 に 説 明 さ れ
、 そ の 内 容 が 参 考 と し て こ こ に 組 み 入 れ ら れ る 、 AQUALASE（ 登 録 商 標 ） に 類 似 の 液 化 （ li
quefracturing） チ ッ プ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ に 示 さ れ た よ う に 、 伝 統 的 バ イ マ ニ ュ ア ル 水 晶 体 乳 化 法 に お い て 、 洗 浄 ／ 吸 引 ハ ン
ド ピ ー ス １ ０ ０ は 、 配 管 １ ０ ３ を 介 し て 加 圧 ま た は 圧 力 上 昇 し た 洗 浄 流 体 源 へ 連 結 さ れ る
。 超 音 波 ハ ン ド ピ ー ス １ ０ ４ は 配 管 １ ０ ５ を 介 し て 吸 引 ポ ン プ １ ０ ６ へ そ し て ケ ー ブ ル １
０ ９ を 介 し て 超 音 波 ド ラ イ バ １ ０ ７ へ 連 結 さ れ る 。 超 音 波 ハ ン ド ピ ー ス １ ０ ４ は 洗 浄 流 体
源 １ ０ ２ へ は 連 結 さ れ ず か つ 如 何 な る 洗 浄 能 力 を も 有 し な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ お よ び ３ に 示 さ れ た よ う に 、 使 用 時 に 、 洗 浄 チ ッ プ １ ０ を 有 す る 洗 浄 ハ ン ド ピ ー ス
２ ０ ０ は 、 配 管 ２ ０ ３ を 介 し て 加 圧 ま た は 圧 力 上 昇 し た 洗 浄 流 体 源 ２ ０ ２ へ 連 結 さ れ る 。
水 晶 体 乳 化 チ ッ プ １ ２ を 有 す る 法 超 音 波 ハ ン ド ピ ー ス ２ ０ ４ は 配 管 ２ ０ ５ を 介 し て 吸 引 ポ
ン プ ２ ０ ６ へ 、 配 管 ２ ０ ７ お よ び 取 付 具 ２ ０ ８ を 介 し て 洗 浄 流 体 源 ２ ０ ２ 、 そ し て ケ ー ブ
ル ２ ０ ９ を 介 し て 超 音 波 ド ラ イ バ ２ ０ ７ へ 連 結 さ れ る 。 従 っ て 、 両 ハ ン ド ピ ー ス ２ ０ ０ お
よ び ２ ０ ４ は 共 通 の 洗 浄 源 を 有 し か つ 洗 浄 機 能 を 提 供 す る 。 洗 浄 チ ッ プ １ ０ は 、 食 塩 水 等
の 流 体 を 目 ３ ２ へ 供 給 し て 目 の 完 全 性 の 維 持 を 補 助 し か つ 前 室 の 破 壊 を 防 止 す る た め に 、
従 来 法 に お い て 外 科 医 に よ っ て 片 手 で 保 持 か つ 使 用 さ れ て い る 。 水 晶 体 乳 化 チ ッ プ １ ２ は
、 外 科 医 に よ り 片 手 で 保 持 さ れ か つ 適 宜 超 音 波 ハ ン ド ピ ー ス へ 連 結 さ れ る 。 適 宜 ハ ン ド ピ
ー ス の 一 例 と し て 、 テ キ サ ス 、 ワ ー ス の Alcon Laboratories, Inc.に よ り 市 販 さ れ て い る
INFINITI（ 登 録 商 標 ） シ ス テ ム と ハ ン ド ピ ー ス が あ る 。 水 晶 体 乳 化 チ ッ プ １ ２ は 伝 統 的 水
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晶 体 乳 化 法 を 実 行 す る た め に 使 用 さ れ 、 そ の 間 に 食 塩 溶 液 等 の 洗 浄 流 体 が 流 体 通 路 ２ ６ お
よ び ポ ー ト ３ ０ を 介 し て 目 へ 導 入 さ れ 、 か つ 壊 死 組 織 片 が 先 端 ２ ８ お よ び 内 管 ２ ４ を 介 し
て 目 か ら 吸 引 さ れ る 。 か か る 装 置 は 振 動 す る 内 管 ２ ４ と の 直 接 接 触 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 説 明 は 解 説 を 目 的 と す る 。 当 業 者 に 理 解 さ れ る よ う に 本 発 明 の 範 囲 お よ び 精 神 か ら
逸 脱 す る こ と な く 本 発 明 に つ い て 変 更 お よ び 改 変 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 使 用 で き る 水 晶 体 乳 化 お よ び 洗 浄 ／ 吸 引 チ ッ プ の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 伝 統 的 バ イ マ ニ ュ ア ル 水 晶 体 乳 化 手 術 に 使 用 さ れ る 水 晶 体 乳 化 ハ ン ド ピ ー ス お よ
び 洗 浄 ／ 吸 引 ハ ン ド ピ ー ス の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の バ イ マ ニ ュ ア ル 水 晶 体 乳 化 手 術 に 使 用 さ れ る 水 晶 体 乳 化 ハ ン ド ピ ー ス お
よ び 洗 浄 ハ ン ド ピ ー ス の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 洗 浄 ハ ン ド ピ ー ス の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ０ 　 　 洗 浄 チ ッ プ
　 １ ２ 　 　 水 晶 体 乳 化 チ ッ プ
　 １ ４ 　 　 外 ス リ ー ブ
　 １ ６ 　 　 内 管
　 １ ７ 　 　 洗 浄 ポ ー ト
　 ２ ０ ， ３ ０ 　 　 ポ ー ト
　 ２ ２ 　 　 外 ス リ ー ブ
　 ２ ４ 　 　 内 管
　 ２ ６ 　 　 流 体 通 路
　 ２ ８ 　 　 開 放 先 端
　 ３ ２ 　 　 目
　 ２ ０ ２ 　 　 洗 浄 流 体 源
　 ２ ０ ６ 　 　 吸 引 ポ ン プ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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